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獣医学の発展に寄与する内容であるかの 2 点を重点に行われた。 
 なお、論文題目名について、当初は「牛由来 Salmonella Typhimurium に関する分子
疫学的研究」であったが、正確な菌種名を使用すべきとの指摘により、「牛由来

















研究の成果   
 
１） パルスフィールドゲル電気泳動 (PFGE) により 545株の S. Typhimurium を 9つの
遺伝子型 (Ⅰ～Ⅸ) に分類し、搾乳牛のサルモネラ症が増加したとされる 1992 年以
降にⅠ型、2002 年以降にⅦ型が増加したことを明らかにした。Ⅰ型にはファージ型
DT104 が含まれており、一方Ⅶ型は薬剤耐性病原性プラスミドを共通に保有してい
た。さらに代表株を Multi-locus variable number tandem repeats analysis (MLVA) 
により解析した結果、4つの MLVA クラスター (A〜D) が形成され、MLVA クラスター




当該農場で分離された 9 株の S. Typhimurium を解析した結果、最後に分離された 1




の S. Typhimurium における保有状況とその遺伝子産物の性状を解析した。PFGEⅠ型
菌の 98%が当該遺伝子を保有しており、遺伝子産物である ArtA/ArtB (ArtAB) は百
日咳毒素と同様に A ユニット 1 つと B ユニット 5 つで構成されることを明らかにし
た。精製した ArtAB をマウスの腹腔内に接種すると致死活性が認められ、ArtAB が
S. Typhimurium における新たな病原因子である可能性が示唆された。 
 
４）PFGE Ⅶ型菌が保有するプラスミドの構造を解析した。Ⅶ型菌が共通に保有する薬
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